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私
が
生
徒
会
長
に
立
候
補
し
た
と

き
、
二
つ
の
こ
と
を
公
約
に
掲
げ
ま

し
た
。
一
つ
目
は
生
徒
会
の
向
上
と

と
も
に
、
長
野
南
高
校
を
内
側
か
ら

変
え
て
い
く
こ
と
、
二
つ
目
は
長
野

南
高
校
の
活
動
を
地
域
に
発
信
し
、 

 
 

 

南
高
の
こ
と
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
理
想
的
に
運

営
で
き
ず
、
反
省
す
べ
き
こ
と
ば
か
り
で
、
活
動
も
中
途
半
端
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
、
一
年
生
の
頃
か
ら
生
徒
会
の
役
員
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
二
年
間
南
高
が
ど
う
す
れ

ば
地
域
の
方
々
か
ら
良
い
学
校
と
し
て
み
て
い
た
だ
け
る
か
考
え
て
き
ま
し
た
。
生
徒
会
長
の

仕
事
を
終
え
る
現
在
と
な
っ
て
も
改
善
す
べ
き
点
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
感
じ
た
時
、
私
は
、

自
分
の
世
代
だ
け
で
変
え
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
中
で
積
み
上
げ
て

き
た
上
に
私
た
ち
が
立
ち
、
私
達
が
ま
た
土
台
と
な
り
、
後
輩
に
繋
い
で
い
く
、
そ
の
中
で
学

校
と
い
う
も
の
は
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
達
二
十
九
代
目
の
生
徒
会
も
、
長

野
南
高
校
の
願
い
と
し
て
未
来
の
生
徒
会
を
支
え
て
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
で
長
野
南
高
校
は
、
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
三
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
過
去
に
は
統
廃
合
の
問
題
も
あ
り
、
地
域
の
方
々
の
応
援
も
あ
り
、
今

日
ま
で
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
活
動
を
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
で
、
私

達
の
生
徒
会
活
動
に
よ
り
、
少
し
で
も
地
域
の
方
々
に
恩
返
し
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
時
期

生
徒
会
の
皆
さ
ん
に
も
地
域
交
流
を
深
め
て
言
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

何
十
年
と
長
野
南
高
校
が
地
域
の
人
々
と
一
緒
に
夢
あ
る
学
校
、
笑
顔
溢
れ
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
一
年
間
、
生
徒
会
長
と
し
て
お
世
話
に
な
り
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
長
野
南
高
校
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 長野コスモス夏祭りボランティア 

 

 
 

 
 

 
 

市
民
運
動
の
高
揚
と
公
立
普
通
高
校
新
設
の
実
現 

犀
南
地
区
市
民
参
加
の
公
立
普
通
高
校
新
設
運
動
が
本
格
的
に

始
ま
る
の
は
、
昭
和
五
十
年
、
二
百
人
近
い
参
加
者
を
集
め
て
開
か

れ
た
、
川
中
島
町
公
民
館
で
の
第
八
回
犀
南
地
区
教
育
懇
談
会
で
あ

っ
た
。
こ
の
教
育
懇
談
会
に
参
加
し
た
父
母
や
、
教
師
、
一
般
市
民

か
ら
犀
南
地
区
の
子
弟
の
高
校
進
学
の
現
状
や
、
悩
み
な
ど
が
報
告

さ
れ
、
高
校
新
設
の
必
要
が
真
剣
に
討
論
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
教
育

懇
談
会
参
加
者
を
核
に｢

犀
南
地
区
普
通
高
校
新
設
期
成
同
盟
会｣

が
組
織
さ
れ
、
公
立
普
通
高
校
新
設
運
動
は
、
遼
原
の
火
の
よ
う
に

犀
南
地
区
全
域
に
広
ま
っ
た
。
そ
う
し
て
県
議
会
、
県
教
育
委
員
会

な
ど
関
係
当
局
に
幾
度
と
な
く
請
願
、
陳
情(

資
料
参
照)

を
く
り
返

す
中
で
、
現
長
野
南
高
校
の
地
に
、
昭
和
五
十
八
年
度 

、
新
設
高

校
開
校
の
確
約
を
県
教
育
委
員
会
か
ら
得
た
の
で
あ
る
。 

長
野
南
高
校
は
、
犀
南
地
区
市
民
長
年
の
悲
願 

公
立
高
校
新
設
運
動
の
概
略
で
延
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
犀
南
地
区

の
運
動
は
、
当
時
各
地
で
起
こ
っ
た
公
立
高
校
新
設
運
動 

(

中
野
、

佐
久
、
諏
訪
、
伊
那
、
松
塩
地
区
等)

が
、
地
方
自
治
体
の
首
長
を
先

頭
に
、
公
費
で
行
っ
た
公
立
高
校
新
設
運
動
と
は
、
本
質
的
に
異
な

る
も
の
で
あ
っ
た
。
犀
南
の
高
校
新
設
運
動
は
、
更
北
区
良
会
長
の

村
松
猪
太
郎
氏
を
会
長
に
、
事
務
局
は
更
北
中
学
校
に
お
か
れ
、
運

動
資
金
は
カ
ン
パ
に
よ
る
市
民
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
運
動

は
、
思
想
、
信
条
、
政
党
の
枠
を
超
え
た｢

全
入｣

、
男
女
共
学
、
小

学
区
制
、
総
合
選
抜
の
、
い
わ
ゆ
る｢

高
校
三
原
則｣

実
現
を
指
向
し

た
犀
南
市
民
の
教
育
大
運
動
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て 

、
新

設
運
動
に
燃
え
た
市
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
そ
の
ま
ま｢

地
元
の
子

弟
は
、
自
分
た
ち
が
運
動
し
て
実
現
さ
せ
た
長
野
南
高
校
に｣

と
言

う
開
校
フ
ィ
ー
バ
ー
と
な
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

～
創
立
二
十
周
年
記
念
誌
よ
り
～ 

 

第
二
回
（
全
四
回
） 


